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会   長  桑野友子 

直前会長  柏原佳子 
副 会 長  
書   記  菅原 進 
会   計  羽太英樹 
監   事  五十嵐政二 
連絡主事  三島浩司 
六甲部ＥＭＣ主査 柏原佳子 
                                       

クラブファンドに寄与しましょう 

                     ファンド委員 桑野友子 

ワイズメンズクラブにはＣＳ・Ｙサ・ＪＷＦ等、国際や西日本区への

支援に供する多くのファンドがありますが、これらの事はまたの機

会に譲って、今回はクラブファンドの事を記してみたいと思います。

クラブの運営は基本的にメンバーの会費で行われますが、その

会費から国際や西日本区に拠出、その割合は芦屋クラブの

場合 40％強に当たります。残りの 60％でＹＭＣＡへの支援や

毎月の例会の費用其の他を賄うにはとても足りません。そこで

クラブ活動を充実したものにする為、「ニコニコファンド」、「さくら

祭りのチヂミ・綿菓子・ワインの販売」、それと 10 月の「じゃがい

もファンド」を芦屋クラブのファンド３本柱として収入を図っていま

す。予算化されていますので、おろそかには出来ません。 

ニコニコは強制ではありませんが、第 1 例会での美味しい食事や

楽しいスピーチに感謝して殆どのメンバーから献金がなされます。

さくら祭りの売り上げは天候に左右されることもままありますが、メ

ンバー一丸（？）となってチヂミを焼き、ＹＭＣＡのリーダーが綿菓

子を作り、ワインで心地よく桜（葉桜やチラホラ咲き）を眺め、その

上ファンドになるのですから、クラブの重要な行事の一つです。

「十勝のじゃがいも」は後発で数量は期待できませんが、上野

ワイズのお世話で「インカのめざめ」も加わり、何とかファンドとし

ての形になっています。じゃがいもファンドに関しては、皆様の

購買協力がそのままファンドの増加につながります。 

この３本柱のファンドに皆様のさらなるご協力をお願いします。 

９月例会出席表 

第１例会出席者 
メンバー  １３名 
ビジター    ５名 
ゲスト      名 
メネット    ４名 
コメット     ２名 
合 計   ２４名 

例会出席率 
出席者    １３名 
メイクアップ    名 
合 計    １３名 
在籍者    １６名 
（内広義会員２名） 
出席率 ９２.８６％ 

ＢＦ切手    

累計  ｇｍ 

 

ニコニコ 

７月  14,541 円 

累計 53,077 円 

主   題 

国際協会会長        Moon Sang Bong（韓国） 
‘Yes, we can change.’ ‘Courage to challenges’  

 
アジア太平洋地域会長   田中博之(東京多摩みなみ) 

‘Action’ ‘With Pride and Pleasure’ 
 

西日本区理事        遠藤通寛（大阪泉北クラブ） 

’Let’s Protect and Cultivate What Should BePassed 

on to the Future.’ 「未来に残すべきものを守り育てる」 
 

六甲部部長          大田厚三郎（神戸西クラブ） 
｢六甲部は、一つの体。 

共に助け合い、部全体の発展向上を図ろう｣ 
 

芦屋クラブ会長       桑野友子 
「メンバー１人々々の満足度を上げよう」    

今月の聖句 
彼らは、海に船を出し大海を渡って商う者となった。・・・・主 

は嵐に働きかけて沈黙させられたので波はおさまった。彼らは 

波が静まったので喜び祝い望みの港に導かれて行った。   

＜詩編 １０７：２３ ＆ ２９～３０＞ 

“To acknow ledge  t he  du ty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i gh t ”  
A f f i l i a t ed  w i t h  the  I n t e r na t i o na l  Assoc i a t i o n  o f  Y ’s  Men ’s  C ｌｕｂ
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Chartered April 11, 1998 

Address ： Tomoko Kuwano 4-16-23-401 Motoyama-nakamachi,Higashinada-ku,Kobe  
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10 月第１例会 

と き： ２０１８年 10 月１7 日（水) １９：00～２１：00 

ところ： ホテル竹園芦屋３Ｆ．              

司会： 菅原 進ワイズ 
 
１．開会点鐘 桑野友子会長 

２．クラブソング斉唱    一同 

３．聖書朗読    羽太英樹ワイズ 

４．ゲスト・ビジター紹介   司会 

５．食前感謝    柏原佳子ワイズ 

６．会食・会談   

７．ゲストスピーチ    石戸信也氏 

    「絵葉書で見る神戸の歴史」 

８．事務報告    桑野友子会長  

  各事業委員報告   クラブ事業委員 

９．ＹＭＣＡ報告    三島浩司連絡主事 

10．ニコニコ献金報告   坂東幸子ワイズ 

11．誕生日祝い    桑野友子会長 

      五十嵐政二ワイズ 

12．閉会点鐘    桑野友子会長 



六甲荘での懇親会 

９月第１（メネット）例会 

日 時： ９月１９日（土）18：00～21：00 

場 所： ホテル竹園        （敬称略） 

出席者： 五十嵐政二、上野恭男、大岩雅典、柏原佳子

篠坂幸彦、島田 恒、菅原 進、中山豊美、羽

太英樹、坂東幸子、福原吉孝、（各メン）、三島

浩司連絡主事、五十嵐かほる、大岩恵美、島田

保子、羽太光子（各メネット） 

ゲストスピーカー： シンガーソングライターAMY さん 

ビジター： 橋本和子、京極美栄子、山本洋子（神戸クラブ） 

小野勅紘（区 EMC 事業主任･西宮クラブ）、 

石井恭子（六甲部メネット主査・西宮クラブ） 

ゲスト： 大岩ひろゆき、大岩かなみ（大岩ワイズコメット）   

合計２４名 

９月の第１例会はメネット例会として五十嵐かほるメネット会

長の開会点鐘で始まりました。クラブソング斉唱、聖書朗読と

続き、ビジター・ゲスト紹介、今年も神戸クラブメネットの方々

がお集まり下さり、楽しい会となりました。 

皆様のご紹介の後、島田保子メネットの食前の感謝で会食

が始まりました。 

今回はシンガーソングライターAMY さん（大岩雅典ワイズの奥

様）をお迎えして、ファーストアルバム「ありがたい」を中心に、ご

活躍の様子などの

お話を挟みながら素

敵な歌をご披露し

て下さいました。ご

主人が音響を担当

し、お嬢様のかなみ

さんがダンスを披露

して下さるご様子は

ほのぼのとした暖か

なご家族を垣間見、参加させていただいた皆の心を捉えた事

と思います。特に障がい者や福祉関係のボランティアをなさり、

多くの方々との交わりの中で、暖かな言葉を紡ぎつつ、作られ

た歌詞と共に透き

通 るような 歌 声 は

心に残りました。 

その後、第２例会

議事録の承認、各

部門報告、ＹＭＣＡ

報告、今月はビジタ

ーのお一方が９月

生まれでハッピーバースデーを歌ってお祝いしました。最後に五

十嵐かほるメネット会長の閉会点鐘をもって第１例会を感謝

の内に閉じました。                 羽太光子 

第１７回六甲部部会 
平成３０年９月２２日土曜日、神戸ＹＭＣＡに於いて第１７回

六甲部部会が開催されました。満を持して、３０分前の１２時

に現地到着するも、受付もなく、うろうろしていると、部報の転

記ミスで１３：３０からとの連絡があり、思いもかけぬ雑談の時間

が出来、基調講演者、常磐大学客員教授、柳 敏晴氏と懐

かしい話が出来ました、柳先生は神戸

YMCA で長らく主事をされており、現在、

超人気の教授であり、後の講演も型

破りでとても聞きごたえがありました。そ

うこうしているうちに、大田六甲部長に

よる開会点鐘で開会となり、我がクラブ

柏原次期部長の聖句朗読、祈祷、の

後、各クラブバナーセレモニーとなり、桑

野会長の雄姿を無事カメラに収め、会は順調に進みました。元

日本区理事森田恵三氏による、“ワイズビジョンを目指す会員

増強そして新生ワイズ起こし運動への願い” という超難問の講

演も拝聴し無事前半は終了致しました。      菅原 進 

               メネットアワー 
例年のように六甲部部会に先立って 1 時間半、メネット部会

がひらかれました。前年度に続き子供に視点をおいて、「子ど

もたちがキラリと輝く社会を！」をテーマに上げ、こども食堂を

開いておられる 3 人からその実態を聴かせていただきました。  

◇”みなっち子ども食堂”（須磨ニュータウン）：学校の土地を

借りて野菜を育て食卓にのせる。参加希望者が増えるなか、

月末の水曜日、やむなく抽選で原則 30 名、毎回定員オーバ

ーしながらやっている。   

◇”みんなの食堂いなフラ”（西須磨）：毎月 2 回 25〜30 名、

格差社会や子供の貧困、子供にかぎらず孤食の問題などを

見据え、みんなの安心できる居場所、交流の場を目指している。  

◇”にしのみやこども食堂”：門戸厄神駅近くのカフェで毎週

月曜日、１５食の定食を用意。各大学生達がレシピー作りか

ら運営までかかわっている。 

高齢化、少子化、共働き……。 日々成長してゆく子どもた

ちの放課後を受け止め、抱きしめるはずの家庭（居場所）。 

しかし格家族社会であるがゆえに地域での交流、見守りがま

すます求められているのが現状です。 子供食堂の運営は厳

しいものがあるでしょうが、子どもたちが居場所を見つけ、安心し

て輝やくためにそのニーズは更に高まっていくのではないでしょうか。 

実際に子供食堂の運営をし続けるためには数々の困難もあ

ることでしょう。それを淡々と語られた 3 人のスピーカーは子ども

たちを輝かせるために情熱と覚悟にみちて私達に感動をあた

えてくださいました。               五十嵐かほる 



日米交換船の話 

９月１４日（金）西宮クラブ第 1 例会のゲストスピーカーに招か

れて、「日米交換船の話」と題し３０分ほどの話をさせていただ

きました。上野を心もとなく思った応援団、桑野芦屋クラブ会

長、柏原ワイズに感謝します。 

以前、芦屋クラブでしたメンバースピーチとは違って、緊張した

時間でした。 

上野が生涯で思い出に残る１ページは交換船の想い出です

ので、懸命に話をし、PP で船の写真を見せながら話している

うちに自分自身が高揚してきました。 

昭和１７年７月４日にブラジルのリオデジャネイロを出港し、交

換地アフリカ南部のロレンソマルケスにて 1,500 人もの外交官、

軍属、民間人の交換をし、8月20日に横浜に帰国した話です。 

私は当時９才でしたが、いま８４才になり、この貴重な話がで

き る 数 少 な い

語り部としての

奉仕をしなけれ

ばとの思いもあ

り、懸命に想い

出を話しました。 

帰路でのグリッ

プ ス ホ ル ム 号

（18,000 屯）は

スエーデンからの傭船で、移民が盛んな時代でしたので船底

までベッドを入れて 1,500 人の乗客を収容しました。 

日本の迎えの船は、日本郵船の浅間丸とコンテベルデ号（イ

タリアからの傭船）で、1,500人を分乗し、帰路は昭南島（シン

ガポール）に立ち寄り８月 20 日に横浜に帰国しました。 

歴史の中で交換船の史実を語りたいと強く思い、PP の船の

写真をなつかしく見ながらの話でした。 

西宮クラブの仲間は、辛抱強く話を聞き質問もしてくださいま

した。感謝します。 

交換船として十字の書かれた浅間丸の写真をご覧ください。 

上野恭男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸の街の映画と宗教 

神戸ではじめて映画が上映されたのは、１８９６（明治２９）年、

花隈の「神港倶楽部」で、演目は「西洋人旅館にてトランプ

遊興の図」など・・・これが神戸が日本の映画上映発祥の地

と言われるゆえんである。 

神戸を舞台にした数々の映画の中でも、宗教が絡んだ異色

なのは、志穂美悦子が主演した『二代目はクリスチャン』（１９

８５）。六甲山にある聖サフラン教会の純粋なシスターに魂を

奪われたやくざの若き組長は、シスターの気を引きくために、組

員全員に洗礼を受けさせて、十字架を首から掛けさせる始

末・・・・神に仕えるシスターは、成り行きから、やくざの二代目

を襲名して、抗争事件に巻き込まれるというラブコメ・タッチの

映画である。 

「サヨナラ、サヨナラ」で親しまれた映画解説者の淀川長治さ

んは、子どものころからの大の映画好きで、神戸中学時代は、

学校をさぼって映画館に入り浸った。そんな淀川少年が圧倒

されたのが、戦前のサイレント映画『十戒』で、モーセが天に向

かって祈ると、紅海が真っ二つに裂けるシーンに大仰天、それ

がきっかけで聖書を読みだした。映画やテレビ・ドラマには神戸

の教会や神社、お寺がロケ地となってしばしば登場する。淀

川氏は語る『映画は面白いだけでなく、宗教の勉強にもなり

ますぞ！』                       羽太英樹  

出所： 「ミナト神戸の宗教とコミュニテイー」 

（神戸新聞総合出版センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２３回キリスト教講座「エレミヤ書」 

旧約聖書の中で３大預言書の二つ目がこのエレミヤ書と言えます。預言者エレミヤはアナトデの没落祭司の家系に生まれ

ました。そしてまだ２０歳にも満たない若者であるときに神様に仕え予言を始めました（ＢＣ627）。そしてエレミヤは申命記革

命期からエルサレムの神殿崩壊までの激動の時代（ＢＣ627～568）を神の予言者として活動しました。 

（申命記革命とは、善良な王として語られているヨシヤは“ＢＣ621”にエルサレムの神殿の工事の際、今の申命記の一部が

含まれていた巻物を発見し、そこに書かれていた神の教えを基に様々な改革を実行しました。当時、弱小国であったユダヤ

王国はカナン地方の覇権を争う新旧２代帝国の狭間に立っていましたが、ヨシヤ王はエルサレムの神殿から外国の神々の

像を一掃し、神に立ち還るように国民を励まし、かってのダビデ王国再建を求めた）。 

当時の人々は他の神々を拝んで罪を犯し続けていました。国の指導者は自らの軍事力と近隣外国との同盟に頼り、自分

たちの神様に頼ろうとしませんでした。そのような人々に対してエレミヤは①ユダ王国は滅び、聖なる都エルサレムは破壊され

ると警告し、②それでも神様は人々を愛し続け、懲らしめの後に希望が存在し、破滅は免れないが将来の希望は確かであ

ると語ります。滅びの予言を語るエレミヤは裏切り者と人々から見なされて孤独を味わいます。その結果エレミヤはユダ王国

内で迫害され孤立します。しかし預言者エレミヤは自らも王国崩壊の予言と、彼の内にあるユダへの愛との狭間で苦しみま

す。そしてその葛藤を素直に神様に言い表す預言者として知られています。（エレミヤ、12：1）。 

因みにユダヤ教では「エリヤは神を重んじ、ヨナは人間を重んじ、エレミヤは双方を重んじた」と言われています。 

                                                            権 甲植 （続く） 



 

 

 

 

 

 

 
 
 

2018 年８月第２例会議事録（抄） 

日時：  ９月２６日（水）１８：３０～  
場所：  芦屋市民センター ２０４号室           
（敬称略） 
参加者： 五十嵐・上野・大岩・柏原・桑野・篠坂・羽太・ 

 菅原・中山（各ワイズ）、五十嵐メネット、三島連絡主事 

議事・報告 
◇第１例会 

・１１月 １１月２１日（水） 

大田厚三郎ワイズ（六甲部部長）の福祉の話 

・１２月 １２月２３日（日） クリスマス祝会  

エンタテイメント ウクレレ演奏トリオ 

・１月  １月１６日（水） 

宝塚クラブ鯖尻ワイズによる生け花実演とお話し  

・２月  事務例会（次期役員の決定） 

・３月  以降 未定 

◇羽太英樹会計より８月度収支報告あり、承認 

◇報告 

・（瀬戸山陰部が六甲部に合流する件の）検討委員会 

芦屋クラブは瀬戸山陰部が六甲部に合流する件は原則 

合意であるが、評議会出席に関して六甲部の部則変更 

ではなく、委任状許可の追加を希望する 

・六甲部部会： 参加者は８名 ブリテン参考 

・西宮クラブ主催のＣＯＵＮＴＲＹ&ＭＵＳＩＣ PARTＹ  

９月２９日 賀川記念館 芦屋クラブより４名参加 

・じゃがいもファンド：  

インカのめざめ 発送済み 

十勝のじゃがいも １０月５日（金）西宮到着、荷降ろし 

三島連絡主事、桑野、柏原、菅原（各ワイズ）参加予定 

◇チャリティゴルフ： １０月２４日（水） 上野、福原、柏原  

◇チャリティーラン１１月３日（土） みどり作業所は不参加 

・チヂミ出店： 鉄板手配は三島連絡主事、 

備品申請及び食材手配は桑野会長 

・三島連絡主事より神戸ＹＭＣＡに１人 3,000 円の献金依

頼があり、出席メンバー全員（１０名）が協力、欠席者で未

納の方に協力を再度依頼する。堤ワイズには献品を依頼 

・第２回チャリティーラン実行委員会 於て： 神戸ＹＭＣＡ 

１０月１日（月）１９：00～20：30  上野ワイズ出席 

◇１２月２３日（日・祝）クリスマス祝会  

実行委員会の立ち上げ  

実行委員長： 桑野会長 会員全員参加 

◇ＥＭＣ集計に関して打合せ 

◇２０周年記念誌編集委員会 

編集委員長： 上野恭男ワイズ 

第１回 ９月２６日１６：００～１８：００ 芦屋市民センター  

各自１０月１０日までに４００字以内の紹介文、希望の写 

真あればそろえて上野委員長に送付する。 期日厳守 

  １２月２３日（日・祝）クリスマス祝会に記念誌配布予定 

  次回は１０月１７日（水） １６：００～ ホテル竹園芦屋 
◇次期会長の確定（空席になっている）島田・福原ワイズに

打診                                    

今後の予定 
◇チャリティーゴルフ １０月２４日（水） ８：00 スタート 
  場所： ジャパンメモリアルゴルフクラブ            
◇チャリティーラン  １１月３日（土・祝） 
  場所： しあわせの村 
◇大阪クラブ９０周年祝会 １１月１０日（土） 
  場所： 大坂ＹＭＣＡ大ホール 

 
 
 

◇教育セミナー 

日常生活・学校生活におけるこどもとのかかわり方～こども

社会性を育てる～をテーマに下記教育セミナーを行います。

興味のある方はぜひご参加ください。 

① コミュニケーションの苦手は克服できる！教育現場での

支援のヒント 

日時： 2018 年 10 月 7 日(日) 13:00～15:00 

   講師：大対香奈子氏(近畿大学総合社会学部准教授) 

 ②集団や社会への適応に向けた家庭でのかかわり方のヒント 

日時：2018 年 11 月 11 日(日) 13:00～15:00 

講師：藤田昌也氏(みどりトータルヘルス研究所こども行  

動療育教室主任) 

※①②いずれも神戸 YMCA 高等学院にて開催 

参加費無料、参加申込は神戸 YMCA 高等学院へ 

TEL:078-793-7435 WEB：http://bit.ly/2wzSoey 

◇西神戸 YMCA 学園都市「ワイワイまつり」 

 すべての人々が国、民族、宗教の違いを認め合い、平和

にいきいきと暮らすことができる社会をつくり出すための国際

協力・地域奉仕活動を支えるためのバザーが行われます。

少し遠方ですが、是非お越しください。 

  日時： 2018 年 10 月 20 日(土) 10:30～15:00 

  場所： 西神戸 YMCA（神戸市営地下鉄学園都市駅） 

◇西宮 YMCA「Y わいカーニバル」 

「ひとつひとつの心が大きな力になるように！」をテーマに

YMCA 国際協力募金や障がいのある人々への支援、地

域のこどもたちのための活動支援を支えるため、第 36 回

西宮 Y わいカーニバルが行われます。YMCA や保育園に

つながる方々、また、地域の方々が多く訪れてくださいます。

是非お越しください。 

  日時： 10 月 21 日(日) 10:30～14:30 

  場所： 西宮 YMCA 及び西宮 YMCA 保育園（JR さくら 

 夙川駅より徒歩 5 分） 

  

ＹＭＣＡニュース 

１０月例会スピーカープロフィール 

博物館学芸員・県立西宮高等学校 

教諭、専門は日欧文化交流史 

神戸の建築・景観 5,000 枚の絵葉書は「石戸コレクション」

として、ミュージアム・雑誌・新聞・ＴＶでも紹介された。 

主な著書：「神戸のハイカラ建築-昔の絵葉書から」 

「神戸レトロ コレクションの旅 デザインに見るモダン神戸」 

「昔の六甲・有馬 絵葉書で巡る天上のリゾート」他多数 

石戸信也氏 

編集後記：今期、ＥＭＣ主査を引き継ぎましたが、例会

出席リストをまとめるのにこれほど困難とは想像外、７月

から躓きました。主任に２カ月ごとの提出を、急遽、各クラ

ブＥＭＣ事業委員に８月の提出を依頼し、皆様が答えて

くださったことは、嬉しかったです。８月は合同納涼例会な

どもあり混乱しましたが、９月は各クラブ会長にもご協力

をお願いし、メール交換が活発に！初めは、私自身、面

倒だと思っていたことが、誠実に根気よく支えられ、支えあ

える感謝へと変化しています。         柏原佳子 


